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Law, The University of Chicago（ロナルド・H・コ
ース（1992）『企業・市場・法』宮沢健一，後藤晃，
藤垣芳文訳，東洋経済新報社）。
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Introduction, Heath Lexington Books（白木三秀監
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出版部，2007年）。
【補論】『構造』における資本主義の精神とプロ
テスタンティズムの倫理
　西（2006）でも述べたように，青山は近代的
な人間のタイプを，その利己心を抑制しつつ
「私ならざるもの」に自由意志をもって献身す
るという像をもってあらわした。そこに近代的
な個人の精神的要素をみたのであるが，これは
彼のウェーバー解釈とも密接に関連していると
思われる（なお以下の論述は，佐藤（1993）に
大きく依存している）。
　通常，ウェーバーのプロテスタンティズムの
倫理と資本主義の精神との関係の理解について
は佐藤（1993）のいうところの「勤勉さ」仮説
（佐藤（1993），37ページ）が語られることが多
い。しかし，それだけでは近代以前の非合理的
な資本主義を近代的なそれまで高めることはで
きない。
　これは青山の『構造』におけるウェーバー理
解とまさに同相であろう。青山は詳しくは記し
ていないが，原罪を背負う人間がみずからのな
かに無限の利己的欲望を見いだし，それを自由
意志で否定することによって組織の合理性にし
たがう。また組織の合理性は，「個人における
欲望充足という合理性に逆らうものとして，設
定されている。だからこそ，それは《義務》と
して了解される」（同，47ページ）。つまり，プ
ロテスタンティズムが生み出したのは，組織と
個人の近代に独自な関係性なのである。この独
自性があるからこそ，自立的な資本の運動も可
能となるのである。
　このような青山のウェーバー理解，つまりウ
ェーバーは近代における個人というものを組織
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と個人との独特の関係性にみようとした，とい
う理解は，当時のウェーバー研究のなかでも，
きわめて個性的かつ独創的なものではなかった
であろうか。私はウェーバーの研究者ではない
ので，ぜひとも識者にご教示をたまわりたいも
のである。
　なお佐藤（1993）は非常に興味深いものであ
るが，そこには個人による組織のガバナンスと
いう視点が欠如している。そこが惜しいところ
である。
 （2008年11月28日掲載決定）
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